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1. はじめに
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異文イr.i臨芯やj帝国文化i臨志の研究では、留学生、ビジネスマン、子どもたちに関する調査
は実施されてきたが、海外赴任を命じられた夫に伴って紛い渡航した企業駐在員の妻に関
する研究は少ない(大西、 1卯o;三善、 1998、1卯9)。ほとんどの妻たちは仕事を辞め、主
婦(=妻)として夫を支えるために海外に同行しているので、これまでの異文俗臨旬開の
中ではあまり重要視されてこなかった。近年の研究では搬附生員や留学生といった他のグ
ノレープに比べ、海外顕在員の妻は渡航理由が自発的でないため、現地に適応しにくいことが
報告されている(秋山、 19卯)。また、妻の異文イり臨むの悪さが、海外割高蹟の途中刷壬や
失敗の最大の要因となっていることが明らかにされている(佐藤、 2∞'3)。従って、文化聞
の移動が可能なグローバル化の時代において、海外掴提員の妻の異文イり臨E訪問は重要であ
ると考える。
本講義では、筆者が実施した、アメリカに滞在した海外駐在員の妻たちの帰国文イり郵芯問
題に関する調査結果を紹介する。まず、最初に、妻の帰国後の適応問題を述べる。その後、
帰国後の適応問題は、滞在中の生活と深く関連しているので、彼女たちのアメリカでの異文
化受容の特性を明らかにする。
2. 先行研究
これまでの異文イ師究は、臨床心理学、コミュニケーション学、教育学、佐会学、文化人
l本稿は、 2012年12月14日の明治大学大学院の授業『情報コミュニケーション学学際研究』にお
いて行われた講演の採録をコーディネータによって編集したものですが、定跡冨等の都合上、文体表
現を変更させていただいた箇所があります(報告・討論編も同様)。また、わざわざ遠くからお越
しになり、大変興味深い講演をなさって下さった伊性先生に、心から感謝しております。
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類学の分野で行われてきた。コミュニケーション学では、文化変数アプローチ (αiUrch，
1982)がよく用いられた。つまり、適応とは異文化の人とのコミュニケーション状況に影響
する文化変数を瑚卒することである。この文化変数アプロ}チでは、背景要因(性差、年齢、
学歴、以前の異文化経験、国籍)、異文化要因(漸生地、精生期間、異文化でのコミュニケ
ーションの度合い、価値観の変化、帰国準備、滞在中の母国の情報)、帰国後の要因。帝国
の場所、帰国に対する心騨句準備)という 3つの変数が提唱されている。
また、近年、帰国後の対人コミュニケーション研究は増えている。その中、帰国後のビジ
ネスマンや学生の異文俗事E持院が数多く報告されている (Brab四げ油ner&白m曲19，
1990; G叫lahorn&G叫凶10m，1963 ; Rol凶.ch&M紅白1，1991 ; Uehara， 1986)。しかし、企業駐
在員の妻に関する研究は比較的に少ないと考えられる(大塩、 1988;日抑制y，1989;ムトー 、
1993 ;佐藤、 2∞0、2∞1、2ω'3)。佐藤 (2側)は、御ト駒生員妻の異文イり臨む問題を、主
に語学力不足、滞在国の制度(教育や治安)、文化の違い(習慣)、現地柾会キ宅見地の日本
人社会との対人関係、日本への帰属意識(日本食材の不足)といった5つのグループに分類
した。社会学の分野では、ジェンダーロールという概念を用いて、駐在員妻の研究f'j行われ
ている (Y:加m血， 1993; Verthelyi， 1卯5)。それは、海外に行った場合、異文俗直応の中で、
どのように性差を受け入れるかは女性のメンタルヘルス、すなわち女性のカルチャー・ショ
ックの度合に影響するというものである。 K釦 10(1993)は、ジェンダーロールと結婚生活の
満足度の関係性に着目し、日米の対暑の生活の満足度がどのように異なっているかを研究し
ている。日本人知需品怪済的側面、すなわち地位、収入などを爵見しているのに対し、アメ
リカ人対請は愛情表現を書見しているという結果が示された。
3.研究方法
本研究では現象学と解釈学的アプローチを用いた。解釈学という用語はギリシャ語の「ヘ
ルメーネウェイン (henneneuein)Jから由来したものである。 F解釈」という語は多義的で
あるが、ギリシャ語においては、 1)言表・表現すること、 2)説明・解釈すること、 3)翻
訳・通訳することという 3つの意味をもっている。解釈学は、意味不明な言葉や事柄を麟平
丸可能な言語で表現し、他者に伝達するための技法であり、行動やテキスト(あらゆる文化現
象)を解釈することによる理解の研究である。 ドイツの哲学者ディルタイ(Dithey)によると、
人間の生活やあらゆる分野の芸術品を理解するのは、自;燃ヰ判句にみられる還元的方法ばか
りではなく、全体的解釈を通してである(U1in，1984)。人間のコミュニケーションに含まれ
る解釈学的プロセスには、歴史的、文化的、言語的、経済的、教育的な文脈が含まれている。
つまり、私たちは、我々自身、つまり自分の見方を避けては通れないことを意味する。また、
ハイデ、ガー但eide路，er)はディルタイの歴史性の概念を個人レベノレ(伝記)に拡張していっ
た。人の伝記は、広範囲な歴史に影響されている。ハイデガ}は、蹴平とは現府性がそれ自
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身をi劃駒に想像(投影)する未来と本鄭切こ関連していると考えていた。さらに、ガダマ
ーは rPrejudiceJの概念(ここでは偏見ではなく、先λ見と訳す)を用い、人聞は常にある特
定め文化=伝統の中に所属しており、一定の先入見の中に投げ込まれていると主張した占先
入見は、我々がものを見、考えることを可能にする地平である。これまで、のコミュニケージ
ョン学では、先入見はマイナスの意味として捉えられているが、ガダマーはプラスの概念を
提唱した。ガダマーlことって、先入見は歴史的理解の基礎で、一方で理解を制限するが、他
方では理解を促進する働きをし、我々が離手をすることを可能にしてくれる。理解とは再構
成ではなく、イ'~であり、過去の意味を現在の状況に移し替えることである。過去を理解す
ることは、過去の心理要求を現在の状況に適用することで、過去の地平と現在の地平が融合
することである。 t瑚卒とは歴史的、言語的、循環的なものである。離手が言語的であるとい
うのは、言語がただ単に「道具Jではないことを意味する。我々は言語を通して、言語コミ
ュニティに入っており、人々の総合主僻句な世界を理解する。輸宇治宝循環的であるというの
は、我々が物事を理解する際、部分は全体から職事されねばならず、全体は部分から瑚卒さ
れなければならないという「全体と部分との循環」のことである。
現象学とは、ギリシャ語のphaimneilon(:賄工)と logos(理'聞を結びつけて作られたもの
である。つまり、現象学とは現れてくる物事の固有の本質を発見する学問である (Stewart&
Micktmas， 1990)。現れとは、人が意識しているものすべてである。知覚として、イメージと
して、経験として、思想として、習慣として、仮説としてなど様々な方法として我々の心の
中に観察されるものが現象である。現象学は、ある特定の意味が経験の中でどのように表れ
ているのかを明らかにする。数多くの女性たちはアメリカや中国をはじめ、世界各国に漸生
しているため、各自の体験は異なっている。彼女たちの体験を一般化するのは一つの道であ
るが、現象学では、様々な体験をした人々のインタビューを通して共通の特性を見つけるの
である。また、現象学的観点からは、文化とは世界への象徴的人間関係のネットワークであ
ると言える。この場合の人間関係とは、人間の世界を事実の世界としてではなく、 「意味j
と f価値jと連関した「関係、の世界」として捉えることである(竹田、 2ω4)。つまり、あ
る文化には文化特有の人たちの関わり方が見られることである。
4.調査結果
4.1 調査参加者(対象者)
本調査の対象者は、帰国後、東京、静岡、大阪、神戸に住んでいる28人の日本人並帯たち
である。彼女たちは日系企業が多く進出しているアメリカの西海岸と東海岸に2年半以上の滞
在経験を持っている。 28人の対象者のうち、 30{i:は7人、 40代は18λ、50代は3人である。彼
女たちの夫は精密機械、電機関係、機械関係、家電、車、建設などの仕事に就いている。聞
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き取り調査は、渡米以前の生活からアメリカでの生活、そして帰国後の生活について、比較
的自由に語ってもらっfこ。約1時間の聞き取り調査は予定していたが、その場の雰囲気などに
応じて、 45分で終わることもあれば2時間かかることもあった。
4.2分析方j去
この調査ではフッサーノレ但由民rl)による現象判句方法の3つのステップを用いた。現象学
的方法の第1のステップは、エポケー (E戸C恥)である。これは、ギリシャ語で判断を控える
という意味である。フッサールによれば、現象学では重要なのははっきりした基盤(基船
を設立するまでは、全ての事柄にっし、ての判断を控えることである (8蜘制andMicla.mas， 
1990)。言い換えれば、人聞がごく普通に持っている世界に対する素朴なドクサ(=確信)
とそれへの信恵(自糊句態度)を控えることである。第2ステップρとは、現象を述べる。ミノレ
(Mil，1卯0)によれば、記企する(描写)ということは「ある個々の物と、使用する言葉の
外延を表す物か、または内包する物との聞の漸吉を確認することであるJ (p.3)。この描写
は、現象の分類に基づくものである。現象判句描写の主要な機能は、聞き手の現象に対する
実際の経験や、また同街主的経験への信頼すべき指針(道標)として役立つことである。第3
ステップ。は、想像自由変様(im相nativefre V:出ation= thought experiment)である。これはた
だ単に思考するのではなく、現実のあるいは観念のまなざしを自由にむけかえることである。
経験上のデータを用いながら高度に組織された、論醐句な操作である。この想像自由変様を
通して、共通する特性を孤立イじすることができる。面接データから主題(テーマ)を見つけ
出すためには、常時比較方法 (Cons伽 t∞m阿説明脚色吋)を用いた。つまり、筆者は面接
の時の原稿を何度も読み、まず、最初に日本人の主主吊たち(母親)の帰国文化ショックと再
適応問題に関連する言葉キ語句があるかどうかを探した。 28人のインタピュ}原稿に対して
このやり方を繰り返し、 1つのデータと他のものを何度も比較した。次に、参加者たちの面接
データに共有するパタ}ン(または共通点)を見つけ出そうとした。また、帰国文化ショッ
クを強く感じた人たちの例に注目し、その原因を見つけようとした。この過程は常時謝鰯酌
であり、母親たちが共有する要素を明らかにするために、何度もテープを聞き、原文を吟味
した。
4.3 調査結果
インタビューを通して、 28人の主婦たちがどのような帰国文化ショックを経験したかを明
らかにし、 1のテ}マにまとめられた。これらのテーマの選定は、 28人の封吊たちにみられ
る共通性やカルチャー・ショックの度合キ経験の特異さに基づくもので、筆者の研究対象の
興味から抽出したものではない。
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テーマ1 日本に戻りたくなかったが、帰国しなければならなかった
テーマ1は、並最たちは日本に戻りたくなかったが、帰国しなければならなかった気持ちで
ある。様々な理由のため、ほとんどの卦語たちはアメリカに残りたかったことを強調した。
しかし、子どもの教育に対する，尚己と子どもの将来に対する不安や、子どもがアメリカ人的
になっていることへの悩み、そして、最終的には予期せぬ海外赴任の終結のため、帰国する
ことを決心した。
テーマ2 パセプションの変化:異なる空間
テーマ2は、卦需たちはアメリカと日本の空間の違いによるなんらかの戸惑いを経験するこ
とである。海外で長期間生活すると、人のパセフ。ション伽覚、認識的は変化する。なぜな
ら、異なる空間伽覚世界)にふれるからである。帰国した卦帯たちが、アメリカでは広い
空間と人口が密集していないことを楽しんだが、日本では公的空間や商庖街などの人込みに
はとても耐えられなかったと述べている。
テーマ3 生活の質の変化(側面高)
パセプションの変化に加えて、帰国した卦最たちは日本とアメリカの生活の質の違いをひ
しひしと感じ、そのことが主婦の再適応に影響を与える。日本では卦需が家計のやりくりを
しているため、物価の高さは卦需を悩ませ、フラストレーションを感じさせる。インタビュ
ーした全員の封暑たちが、日本は側面が高いこと、人込みが多いこと、生活空聞が大変狭い
ことを述べている。
テーマ4 アメリカ人男性と日本人男性のマナーの違い
帰国した卦需たちは、日本人男性の行動がアメリカ人男性とは異なる点について不快を感
じている。主主語たちは一歩進んだ対語関係、である性差平等的役割志向の国であるアメリカで
長年生活しているので、男性に対する見方が変化する。一般的に言って、アメリカ人の男性
は親切で、礼儀正しく、はっきり物を言い、感情表現に富む。一方、日本人男性は控えめで、
言葉で、はっきり感情を表現しようとしないし、女性に対する敬意があまりみられな川帰国
した卦最たちのほとんどは日本人男性もアメリカ人男性と閉じような行動をとってくれるこ
とを期待するため、もし、そうでない場合、この状況は彼女たちに不↑丸感を与えてしまう。
テーマ5 子どもの教育に対する母親のIL酒己・悩み
日本での母親の重要な役割は、子どもを育て、立派に教育することである。日本人の卦請
に人生の目的を与えるのは母親業である。しかし、ほとんどの場合、日本の学校システムへ
の移行はスムーズではなく、子どもの学校への不郵芯等の問題がみられ、子どもたちゃ母親
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たちは長期間にわたって心理体も、感情的にも苦しみを経験する。材周査では、入学試験
の失敗、授業についていけない問題、いじめ問題、税市の保梢句態度、進学受験といった帰
国子女としての子どもたちと母親たちが直面している問題が明らかになった。
テーマ6 主持の友達と隣人との付き合いの問題
他者とコミュニケーションを通じて封最たちは日本社会に再入していく。主主語たちの海外
漸主による価値観の変化はコミュニケーション行動に表れているため、友人や隣人キ親戚か
らは変人に見られたり、否泊句にとられたりする。この「否定的または、変わった行動」の
結果として、主婦たちは帰国後、友たちからの援助や支援を受けることができない。さらに、
深刻なことは、友たちゃ隣人から受け入れられなくなっていることに突然気づくことである。
主婦たちは友たちゃ隣人や社会に拒絶され、社会的に、心輔句プレッシャーを感じている。
テーマ7 親戚と家族に関する問題
テーマ6と関連して、テーマ7は親戚と家族に関する問題である。例えば、親戚の人たちは
主婦たちの家族の海外生活を理解できな川海タ嶋羽生員とその家族にとって一番つらいこと
は、肉親の死を海外で聞くことである。海外赴任のため、死の知らせを聞いてもすぐには帰
国できな川彼らは両親が安らかに眠ってくれることを海外から祈るしかな川しかし、日
本にいる親戚たちぽ海外駐在員とその家族の苦しみゃ悲しみを瑚卒できなしLまた、帰国し
た説語たちは、アメリカで身につけた合理的な考え方をしているので、日本の習慣、例えば
日本の贈り物の季節明劇的行事の習慣を瑚卒できず、それらに従うことが大変であると述
べている。
テーマ8 夫に関する問題
夫である企業駐在員の国内の会社や社会的環境への本国帰還は、家族の悩みと同様に夫に
も影響を与えている。帰還者は本国の会社柑会的環境をよく瑚卒していないため、予期せ
ぬ帰国文化ショックを受けたり、喪失感や孤立感を感じたりしてしまう (H町 'ey，1983)。日
本人主主需の仕事は子どもだけではなく、夫の世話をすることも含まれる。帰国後は、夫も帰
国文イり臨芯問題を抱えているため、これが妻の生活に影響する。本調査では、夫の長い勤務
時間、人間関係、多すぎる出張、湖哉の不足といった問題点が明らかになった。
テーマ9 対語関係の変化
海外で何年生活したことのある人たちは異なる文化にふれるため、文化的視野が広がる。
主婦として、母親として、ほとんどの人たちが家では伝統的役割を果たしてきた。日本人女
性の卦語としての役割に対して、疑問を持つことはほとんどなかった。しかし、アメリカ滞
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在中は、自由な時聞があったためιボランティア活動、趣味やスポーツクラブ、女性の集ま
り、教会での行事など様々な活動に卦最たちは参加した。また、自宅でパーティーを聞き、
アメリカ人の友たちを招いたりして、親癌につきあった。これらの活動を通じで、卦需たち
は自分の役割や生活を客観的に見つめることになる。時には、日本での生活に関する質問を
受け、母親/妻としての生活を思い、考え始めた。卦最たちは日本人女性とアメリカ人女性
との聞には大きな差異があることに気付いた。このように、主婦たちは考えれば考えるほど、
アメリカ人女性の役割に影響を受けた。このような生き方に感銘し、受容していくと、帰国
後に日本社会に適応してゆく時にはフラストレーションとストレスがたまる。
テーマ10 仕事が見つからない
日本では夫が海外赴任する場合、妻は自分の仕事を辞めることが暗黙のうちに了解されて
いる。しかし、帰国後、子どもの問題がー陵落したら、母親は自分のことを考えるようにな
り、外で仕事をしたいと思うことが多い。本調査の対象者のうち、帰国時の卦請の年齢はほ
とんど30代と伸代である。彼女たちは学歴が高く、就業に対する意欲がみられたが、年齢制
限のため仕事に再ひ就く機会を失っていた。
、テー マ1 帰国後、アメリカ滞在中のような活動的な生活を維持できない
主婦たちは、滞在中、アメリカ的な時間の使い方を学び、余暇活動に積極的に参加した。
特にボランティア活動、趣味のサークル、スポーツのサークルや旅行などの様々な活動に従
事することで、エネルギッシュになり自分の生活について前向きになる。ところが、日本に
戻ると祉会的葉境が異なるためそのような活動ができなくなる。そのことが卦帯たちにスト
レスを与えている。
5.考察
上述のように、インタビューデータから1のテーマが浮かび上がってきた。 1のテーマは
空間、時間、感情の主題の下に、 4つのサブテーマに分けられた。これらは、 1)日本の大都
市の中の空間、時間、感情、 2)日本の企業・学機E織の中の時間、空間、感情、 3)日本人の対
人関係の中の空間、時間、感情、 4)日本の男女聞における空間的、時間的、感情的分離であ
る。
日本人主婦たちの帰国適応問題について、現象判句にみれば、馴染みのあるところ(アメ
リカ)から南街もて、未知の環境(日本)に置かれてしまっていたため、彼女たちの生活は混
乱している。この空間と時間とはタ同ヲなものだけを示すのではなく、現象学では大変重要な
意味を持っている。
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フッサール(Hussぽnによると、経験というのはある基本的な状態(空間と時間)の観点
で構成されており、これらの2つの状態は経験の重要な次元である。空間と時間は、人聞が外
界を認識する際にそこにア・プリオリに働く桝且みのようなものである。空間・時間は人間
の知識を支える最も基本的な共通の桝Eみである。光が目にあたるとき、または音が耳に聞
こえるとき、空間・時間の形式は我々の感覚的経験への基本的な受容力を形づくる。
時間は日常生活の中で本質的な要素である。フッサールは時間性 (Tempora1ity)とは、意
識の本節句一部であり、またすべての経験の本節句ァ都で、あると認識していた。ハイデガー
は、世界とのかかわりにおいて意味を明らかにしてゆく現府性:'(人間)は、時間の流れの中
にあると考えていた。確かに、人聞は過去、現在、未来という時間を抱え込んで存在してい
る。その中で未来の可能性を見出そうとしながら現在を生きている。ハイデガーによれば、
時聞は人聞が死に向かう中に内在するものである。ここでは常識的な意味での時間の流れを
問題にしているのではなく、時聞が時間として構成される最も根源駒な形態とはどのような
ものかを問題としている(滝浦、 1976)。そして、それは、我々がおのオいの死へと「先
駆」するときだと彼は言う。死は助字在にとって最も本刺怜可能性であり、生きる目標で
ある。従って、滝浦によれば、人聞が本耕旬こせよ非本来的せよ「死に臨む存在」としてお
のれの究極的可能性への到来を生きているという意味で、人聞は「将来的存在Jと呼ばれて
し、る。
それぞれの文化には文化特有の時間・空間の骨組みがみられる。時間・空間はある文化の
人たちがどのように世界を経験しているのかを明らかにしてくれる住弘止1983)。異なる文
化では時間・空間が異なったように構成され、理解される。要約すれば、異なる文化に住む
人たちは異なる感覚世界に住んでおり、また、同じ感覚の割合を使わないということである。
それゆえに、ある文化の人にとって手がかりとなる逮埋や即むはある文化の人たちには別の
ことを意味する。
人類学者の津田 (1996)は長年にわたる現地での参与観察による調査を通して、感覚経験
の違いを指摘している。 r，感覚の働き方が変わるとは、身体を通して外部世界と交流する、
そのやり方が変わるということであるJ(p.222)。感覚の働かせ方の違いは、感覚印象の違い
であり、とりもなおさず人々の生活が根ざす基盤の違いを意味し、ある意味では世界に対す
る主体の態度、あるいは「身構えJの違いである。つまり、空間・時聞が違うということは、
その文化の人たちと閉じ感覚経験を共有してないこと、および世界に対する態度の違いとい
う人間存在と関車している。
ゲプサー(1974)は、時間と空間は全ての文化・文明にみられる基本的な形態として瑚卒
すべきであると述べている。これらは、ある文化・文明の中の自己と世界理解の形態の根本
的な構造を形成しているからである。自己と世界理解の形態に変化がみられるのは、ある特
別な経験が優位に顕在しているからである。この考えに従えば、卦帯たちの帰国適応の現象
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は日本での経験の特別なかたちを明らかにしている。それゆえに、並語たちのアメリカと日
本の生活経験を時間・空間の観長から分析することは有意義であると思われる。
また、異なる文化で、育った人たちは、子供の時に無意識に空間と時間について学ぶ。ギブ
ソン(1950)によれば、知覚は記憶また出品去の束l搬によって左右され、過去の経験が現在
の知覚の土台となる。卦需たちが長時間外国で生活すると、その文化の空間と時間の感覚を
無意識に習得する。それゆえに、彼女たちの時間と空間に対する見解は変化する。時間と空
間は人々の行動パターンを形づくる超越的形態である。文化の中での空間と時間の使い方を
共有してないということは、人々の生活が根差す基盤が異なっていることを意味するため、
その文化の礼儀にかなったやり方で行動することは難しくなる。このように、空間と時間は
帰国文化ショックの要因やその後の適応問題を引き起こす重要な手がかりを提供してくれる。
さらに、未知への環境への遊園やその後連編句に生じる問題は、驚き、不安、心配、憂欝
などの劇育を引き起こす。心理学的用語で言えば、 「感情は自己と環境の聞に出現する多面
的相互作用としてつくられるもので、もっと厳密に言えば、個人の環境への解釈と言えるJ
(Bowers，M出 andDun伺nson，1995， p.506)。一般的に、女性は男性よりも全ての人間行動の
中での劇育的要素が多い(附ler，1986)。この調査では、友人や滞在先に対する気持ち、ま
たは怒り、苛立ち、過去を懐かしむ気持ち、孤独、憂欝、悲しみなどの気持ちが、卦需の帰
国経験の中にはっきり現れていた。
1)日本の大都市の中の空間、時間、感情
日本での空間の視覚組織には柔軟性があり、常時再稽成されていると言われる(助対S，
1983)。人と自然が調和して生活しているので、空間は再び発見され、無限の遠近法が用い
られる。この考えは、 「間」として知られる日本人の空間概念の中に顕著にみられる。日本
人の「問」とは、可能性としての絶え間ない流れにおける空間・時間を表現する。日本人に
とって「間Jとは、それ自身による何かではなく、過程であり物離句葉境とあらゆる使用に
よって変化してゆくものと言える。例えば、部屋の内部では、日本人は部屋の周辺を開け、
中央に物を置く。こたつは部屋の中心を位置づける。全部の部屋を暖めないが、局部的に暖
める。家族が食事をする時や、お茶を飲み会話をするために集まる時、暖かい雰囲気がかも
し出される。全てのものにその雰囲気が苅荷し、 「居心地のよい」空間/雰囲気を作り出し
ている。
一方、アメリカ文化では視覚と空間の知覚は異なる形態をとる(跡地，1983)。アメリカ
人の空間の使い方(または見解)には、意識の精神的構造、つまり、遠近法的世界がみられ
る(ゲブサー 、 1984)。アメリカ人の経験の基本的分野は聴覚的というよりも視覚的である。
視覚中心の世界では、千古動はある特定の物に対してなされ、みるためには動かなければいけ
なしもこの世界は、自分を動かないで、人生の音のリズムに調音する聴覚世界と対比する
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品位ckunas，1973)。聴覚志向は我々の周辺の世界に調子を合わせている。しかし、視覚志向
は視覚の線に沿ヮて起こり、客体の世界において主体として我々をつきとめようとする。つ
まり、この世界では物体が様々な醐佐に置かれ、空聞が分離化され測定される領域となる。
従って、人の活動は目的志向となり、行動は組織立てられているので圧倒的に合理的となる。
アメリカ人にとっては、みることは信じることである。そこで、空間をプロセスとしてより
も物体を観察する傾向がみられる。アメリカ人は空間について考えたり語ったりする時は、
彼らは物の聞の距離を;舗においている(刷，1966)。つまり、空間を空虚だとみる。西洋
の人は聞を「行動を読むことJと考える。したがって、空間は西洋の建築家たちにとっては
日本のような常時の流れの可能性としてではなく、空間化と時間化の組み合わせとして用い
られる(百l0mpson， 1984)。アメリカの家の中は空間的に仕切られ、それぞれの空間は居間、
寝室、ダイニングルームと呼ばれる。各部屋はそれ精宥の家具がみられ、はっきりとした特
性がある。ここでは、空間は人と行動を分類する方法としての場所である。それぞれの異な
る活動によって人は部屋を移動する。
このように、日本とアメリカの空間の違いばかりではなく、空間の視獄H織の違いが帰国
した説話たちの知覚を混乱させ、これが帰国文化ショックに影響を与えている。彼女たちが
帰国後、都会での生活の中で、道路が狭いとかず人込みで混雑しているとか、狭い家が多い
と見なすのは、アメリカ生活で学んだ遠近的世界がみられるからである。遠近的世界とは、
第3視点が加わったことにより、自己および他人を客観的にみることができるようになった
ことである。遠近的視覚を持つ人は空間に関して、自らを観察者としてみる力を持つ。彼ら
の魁験の基本的分野は聴覚的であるというよりも、むしろ視覚的である。空間はその場所か
ら出現する?つまり、人が空間を所有するかどうか凶器国去制見覚を持つ人にとっては主要
な関心事となる(Geb賦 1984)。ゲブサーによればぜ 「空間を対象化し、限定化するために
は欝哉のある『自我』が要求される。これは空間に直面するためであるJ (p.lω 。このよ
うに、主主帯たちの遠近的意識・世界の概査は空間の認識と自我の出現の中に根づいている。
都市は時間に向かつて行動させる。都市に住む人たちに共通することは現在の経験と将来
への期待である。都市の人たちは時間と一緒に進行しているので、主婦たちも帰国後は都市
の人たちと同じような経験を持つことになる。滞在中三主婦たちは新しい時間の使い方を学
んでいる。言い換えれば、主婦たちはアメリカで時間を創遣する (cre甜ng伽 e)という出来
事を規定することで生活に適応してきたと言える。例えば、彼女たちは自分で車を運転する
ことで空間と時間を拡大することができた。しかし、帰国後は、滞在中と同り舌動的な生活
を送りたいと思うが、都市では交通機関に依存しなければいけないので、彼女たちはこの生
活を維持することは困難であることに気付く。いつでもどこでも自由に外出できないもどか
しさ、つまり、自分の生活を自由に送れないことと、空間と時間を趨えられないことへの不
満を帰国主婦たちが指摘じている。
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2)日本の企業・学棚織の中の空間、時間と感情
帰国後、主婦たちを悩ましているのは、子どもの教育の問題と夫の会社への再適応である。
夫の問題では長い勤務時間と人間関係の問題、多すぎ、る出張4組織的・キャリアの問題(適
職の不足)等があり、子供の問題では入学試験の失敗、授業についていけない問題、いじめ、
教師たちの保守的な態度等がある。
日本の企業訴E織と学機E織には共通した点がみられる。つまり、両者とも同じような文化
がみられる。父親はほとんどの時間を針土計勤き、子供たちは学校で勉強に時間を割く。つ
まり、両方の組織は目的志向であると言える。日本の企業では、長時間労働、同僚との付き
合い、度重なる圏内出張や海外出張は父親とその家族にストレスと不安を増大させる。帰国
するとキャリアパスにおける修正と同様に新しいポジションの暖昧さを経験している。管理
職の人たちは、海外での地位よりも低い権威でもって働かなくてはいけない。日本の企業は
中年層の人たちによって支えられているので、海外から帰国してきた40代や50代のほとん
どの人たちは極端な忙しさを経験する。夫は家族のため、特に子供の教育費や住宅ローンの
返済のため一生懸命働く必要がある。
子供は入試地獄に準備するため、塾に通い、特に高校生たちは長時間勉強する。アメリカ
の一年の授業日数は180日であるが、日本のそれは240日である。父親の都合で海外に行
き滞在した子どもたちにとっては、帰国後日本の教育システムに即座に適応していくことは
大変困難である。また、アメリカの教育は言葉の表現を奨励することて湖造住と個性を育て
ることに重点を置いているが、従来の日本の教育は受け身に基づく暗記を強調し、蓄積され
た知識を重んじると言える。そのため、日本の教育から短期間両断していた帰国子女たちはこ
の知識体孫の必須の部分が欠如しているので、学校教育の中に適応していくことは楽ではな
いのかもしれな川耕市たちは生徒に知識を伝達するのであれ、よい人聞を育てようとする
のであれ、この教育システムの中では大変重要な役割を果たす。学校の耕市たちのほとんど
は前者快晴の伝達)の役割を大変重要だと考えている。耕市たちは生徒たちを厳しく管理
するばかりではなく、学校当局たち(校長持教育長)も耕市たちに対して管理の目を見張ら
せている。秩序と規律はともに集団と権威への忠誠、他人への思いやりと尊敬のような望ま
しい行動をもたらす一方、個々人の自由と個性の成長を制限するようである依鍋oka，
1992)。帰国児童・生徒は、日本にいる子どもたちとは同じ教育学習経験を共有していなし、。
彼らは教育や先生たちゃ自分自身に対して、新しい態度を身に付けている。このように日米
の教授法の違いが、帰国子女たちが日本の教室の中に再適応していくことを困難にさせてい
る。
帰国子女の適応を阻害しているもう 1つの要因は、支配グ、ループから行使されている力で
ある。帰国後は、日本で生存してゆくためには企業や学校の集団規範に再適応しなければな
らない。力は支配されるグループの自由を制限する。日本では、帰国者たち防砂ト生活の経
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験を通じて異なる規範を身に付けているため、マイノリティと見なされる。さらに、日本で
は内と外の意識が強い。中根(1972)によれば、我々と他者という意識が強いところでは、
感情が激しくなるので、 「我々 j以外の人たちはもはや人間ではないと思えるような人間関
係の極端な対比が社会の中で生まれてくる。この状況は強い地方主義に通じる。支配グルー
プは他者に何が起こっているかlこついて、はっきりとした考えを持たない。海外から帰国し
た人たちの問題は自分の所属を失い、孤立した局外者となることである。それゆえに、帰国
児童・生徒たちゃ父親たちにとって、母国の文化に再び適応していくことは容易ではない。
このように、子どもの教育問題や夫の会社への適応問題は大きく封需の生活に影響する。
特に子どもの問題に関しでは、夫は仕事で忙しいので母親自身で対処していかなければなら
ない。ほとんどの母親たちは大都市に住んでいるため、身内・親族からの援助も期待できず、
近所の友人も彼女たちの内面の状況や苦しみを本当の意味で瑚卒することはできない。その
結果、母親たちは子どもの問題に対して自分を責めがちである。一方、日本人男性のほとん
どは仕事のことを妻には話さないため、夫が仕事の問題で悩んでいることに気付くのは妻に
とっては難しい。夫が病気になって初めて、妻はこの問題の深刻さを認識する。これでは手
遅れである。彼女たちは夫の病気についても自分に責任があると責める。この状況は卦帯た
ちには耐え難しい問題である。
3)日本人の対人関係の中の空間、時間と感情
このサブテーマには、親戚と家族に関する問題が含まれる。例えば、親戚の人たちが帰国
してきた家族の海外生活について理解してくれなかったり、封帯たちが日本の習慣を理解で
きなかったりすること等である。これらの問題は、強帯たちが日本を両断して、数年間米国に
滞在することで人との紳が弱くなったり、関係が切れてしまったことによる。また、封帯た
ち同般トに出たことで日本の伝統を客観的にみることができるため、批判的になったりする
ことが再適応するときの障害となる。これらのことから、日本人の人間関係の特性を検討し、
卦帯たちの対人関係の問題を分析する。
日本人の人間関係l討?為によって構成され、時間と空間の中に栴Eするという考えは多く
の学者によって同意されている(Kumon，1982; Lebra， 1976;陥 mは 1975;N北:ane，1970;
N出 mtn'a，1968; Bae加1Ik，1986)。日本語がこれらの概念を端的に表している。人間関係とは
行為を意味する言葉である。 rにんJは、 「人や人々 」で、 「げんJは「空間J r聞の空
間J r時間の空間」や「距離Jを指す。人聞という言葉は関係という言葉としばしば一緒に
用いられる。人間とは絶えず、何らかの人間関係に従事しており、決して1人ではないこと
を示している (Smith，1983)。
時間は日本の相会生活慣習において、なくてはならないものである。日常生活において時
間は直線的に樹子するが、佐会の慣習での時間はさらに質的基盤を持つ。つまり季節と個人
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の過去における出来事の回顧に、より直接に依存している但釦:knik，1986)。文化人類学者
は一般的にこれを「人間的時間 (human也ne)Jと呼んでいる己例えば、贈り物の季節では
時間は円環的に経験される。人間関係は時間の中で経験され、時間は「他者」との対話とし
て関係を構成する。スミスによれば、 「日本人の自己と他者の両方は関係の観長でのみ表現
され、自己か他者という固定した点は見られないJ (P.77)と論じでいる。日本人の自己と
他者は粋で相互に連結されている(中根、 1972)。言い換えれば、自己と他者との相互作用
によって構成されていると言える。日本に贈り物のいくつの主要な季節がみられる。新年の
お年玉、年末のあ歳暮夏の中頃の中元である。中元と歳暮問惑謝の気持ちを表現するため
に高い地位の人たちに贈られる。特に贈り物は家から家や、会社から封土への感謝を表す。
Befu (1966 & 1967)によれば、日本での贈り物のほとんどは、実際は贈り物のやり取りだと
述べている。これは、全ての贈り物は贈る人と受け取る人との間の過去の関係の事実による。
一旦、関係、が考慮されると均衡に影響を与えるのは贈り物の価値ではない。
滞在中、主婦たちはアメリカ文化に適応してきた。日本と違いアメリカにおいては、時聞
が直線的に進むものだと考えられている。彼女たちのほとんどは過去や伝統にあまり関心を
示さず、未来を重要視すると考えている仇地叫1988)。人間関係は平等という考え方が強
いため、一側桁動や人間関係、においては{凱的ではない0"アメリカでは比較的少数の人た
ち、また、限られた人たちに贈り物をする。親戚ヰ親しい人とプレゼントを交換する。贈り
物をする場合はその人にとって特別な日(例えば、誕生日、卒業式結婚式ハウスウオ」
ミングなど)の時である。これらは個人の成長を祝ったり、新しい人たちを歓迎する特別な
日で、日常的に使えるものやその人が喜びそうな物を選ぶ。もし、金鋤句な余裕がないなら
ば湖面なプレゼ、ントは贈らない。普通、仕事の同僚や先生などの有利な取り計らいをする立
場の人には贈り物をしなし九礼儀正しくない、もし、お返しをするなら賄賂と見なされる。
日本人の卦請はアメリカに長く滞在し直線的時間の観念を身に付けている。そこで、帰国
後は日本的伝統である「人間的時間」に従うことは難しくなる。別の言い方をす寸もば、社会
的義務に基づく集団世界に縛りつけられているm棺icandmythの生命線が切れてしまったの
である。これは彼女たちの中の「意識の構造jの変化、つまり、問甲釧va1∞nsciousn間/
world蜘肉脱の芽生えである。この世界では、空間の意識と自我の出現が基になっており、
日本人の贈り物にみられるような人々との劇育的なつながりは消え失せている。帰国後は日
本の伝統的人間関係とアメリカの平等主義に基づく人間関係を比較し、アメカの方が日本の
習慣より能率と実用性の点からも優れていると判断する。そのため、帰国後、友たちそ親戚
の人たちとの人間関係において、何らかのトラブルを経験する。
4)日本の男性と女性の聞の空間的、時間的、感情的分離
このサブ、テーマには、アメリカ男性と日本人男性のマナーの違い、対話関係の問題、帰
同 98-
国後母親が仕事を見つけられない問題が含まれている。アメリカと比較し、日本で、はジェン
ダーローノレ性器が明確に残存する。アメリカ漸生中は、主婦たちは新しし性差役割に関
する文化的地平にさらされるため、これが帰国後の日本の男性についての見解に影響する。
今回の主婦たちは、渡米前は仕事をしていた人たちもいた。しかし、夫の海外走H壬が決ま
った時、妻としては、夫を助け企業のために尽くすことが大事と考え、仕事を辞め、その後、
家族と一緒に渡米した。この点において、日本人女性の伝統的性差役割がみられる。しかし、
アメリカ漸生中は、妻たちは新しい生き方と共に、日本より自由なアメリカの性差役割(平
等役割)に脅封もた。漸生中は、日本での生活と比較して、自由な時間を持つことができた。
夫と子供が出かけた後は、新しいことを学ぶため趣味のサークルやスポーツや英会話での授
業に積極的に参加した。また、子供の学校キ教会での女性ボランティア活動にも参加した。
時には、自宅にアメリカ人夫婦や日系の友たちゃアメリカ人の友たちを夕食やお茶に招待し、
女主人としての役割を果たした。日本人卦帯たちはアメリカでは会社の代表として対帯同伴
でパーティーに参加したり、日本の会社からの電話の応対で夫の仕事の手助けもした。つま
り、彼女たちは人と関わり合うアメリカ的方法を学んだのである。さらに、自我意識の芽生
え、つまり、これは支配、規制、征服といった何かに対する力を意味するのではなく、何か
を生み出す有色力のことである(Mill民1986)。彼女たちが一人の人間として扱われているこ
とや、他者により尊敬されていると感じたためである。女性のエンパワーメントである。他
者と関わることで、自分の力に目覚め、他者と一緒に何かを生み出そうとしている。
しかし、帰国後、彼女たちは他者との関わりを急に失ってしまう。夫は仕事に忙しく、妻
とゆっくり話す時聞がな川海外でlまよい夫の役を演じてきた男性たちは、帰国後は
丸"を降り札、変身し態度を変え、日本的対去で妻に接する。彼女たちは都会に住んでいるた
め友たちを作るのも容易ではなし、また、年齢制限のため仕事に就くことができない。学校
でのボランティア活動も日本ではPTAを除いては許されていない。要約すれば、帰国後の主
婦の生活は重要な他者や夫や子供の生活から再ひ切離され、切り離されている。夫の場合は、
人間関係が独断的(恋意的)で柔軟性がみられるが、彼女たちの場合は意識が滞在中に変化
し、帰国後も持ち続けている。他者との関係が持てないことから生じる憂欝な気持ち、特に
喪失感を抱いていることはこの調査の中でも明らかとなった。これは、一般的帰国文化ショ
ック、とは異なり、深刻な女性の適応問題である。最も重要なことは、卦帯たちの意識が高ま
っているため、以前の彼女たちとは同じで、はな川以前の彼女に何カ噺しいものが取り入れ
られ、エンパワーメントしている。
上述したように、卦請のアメリカ漸生による価値観の変化と解釈判句水平の拡大が帰国の
状況に大きく影響している。この:闘兄を理解するために、卦請のアメリカでの生活を見てみ
る。インタビューを通して、アメリカの文化的機会が主婦たちに変化をもたらしていること
がわかった。 lつは、会話の教室、ボランティア活動、スポーツ、趣味ヰ勉強のサークルなど
-99-
の様々な活動に積極的に参加したことである。例えば、英語の授業では現地の女性の先生か
ら語学と文化を学んだ。特に、アメリカ人女性たちは定年後、ボランティアで英語を教え、
日本人主主語たちのための文化通訳者となっていたことがわかった。彼女たちはアメリカ文化
を日本人主婦たちに紹介すると共に、彼女たちが日常生活において困った時など様々なアド
バイスをしてくれる相談相手となっていた。ある卦請は「これらの年配のご夫人たちが私た
ちの母親だ、った」と述べている。このように、アメリカ女性たちとの楽しい交流により、日
本人卦最たちはアメリカのボランティア精神について自然に学ぶことができた。特に、アメ
リカ人は外国人滞在者たちが困った時には、無償で奉仕することに喜びを感じていることに
並帯たちは驚きと感謝の念を抱いた。これらの年配のアメリカ女性たちとの出会いが日本人
主婦たちの生活空間を大いに広げてくれたようである。
卦帯たちの変化の2つ目の理由は子どもである。この子どもの存在が母親のためのアメリカ i
文化への架け橋となっていた。アメリカの初等教育と中等教育のほとんどの学校では、両親
が子どもの教育に参加することを奨励している。例えば、子どもは学校の印刷助(連絡船
を持ち帰る。これには、先生との会合日時を連絡したり、両親が担任の先生と知り合いにな
ることを奨励したり、学校での子どもの生活状態を伝えるなど、勉学上や学校での適応の障
害となっている問題を話し合ったりすることを両親に奨励している凶世len，1988)。日本人
母親たちは学校でのボランティアに参加し、アメリカ人の子どもや両親、教師たちと交流し、
アメリカの教育を直に観察する機会を得た。もちろん、母親たちの中には英語が苦手な人も
いたが、子どもの問題の方が最優先と考えたため、母親たちは多くのボランティア活動に参
加した。ロパタ(Lopa民1994)によれば、ボランティア活動は母親が目にみえる仕事をたち
成したり、コミュニティの価値観を維持したり、多くの人たちの積極句参加を奨励する機会
を提供している。このように、子どもの存在が母親の生活に影響する機会を与えていた。ま
た、学校でのボランティア活動ばかりではなく、教会やアメリカ人女性グループの集いや日
本人企業駐在員の妻たちのグループでもボランティア活動は盛んで、あったため、母親たちは
積樹句に参加した。これらの活動は母親に社交の場を与え、様々なコミュニティ(地嚇士
会)との関わりを持つことを可能にした。
3つ目の変化の理由としては、日本人並請の潜在能力の開花である。アメリカでの滞在時、
彼女たちは自由時間を持てたためテニスやゴルフを学び、 トー ノレベインティングやキノレトな
どの趣味の勉強も始めた。これらの活動は、個人的楽しみばかりではなく、新しい技術を学
ぶ機会をも与えた。日本人主婦たちのほとんどは手先が器用なため、上達が早かった。重要
なことは、アメリカでは個人指導が得られる上に、先生たちは生徒たちを激励し、個々人の
才能と能力を伸ばす手助けをする。ある母親は、 「私は日本では叱られることに馴れていた。
両親や先生たちばかりではなく、夫や子どもじも叱られてきた。今まで誰にも誉められたこ
とはなかった。アメリカ人の先生からの誉め言葉をもらった時はとてもうれしかった。それ
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で、一生懸命にやろうという気になり、頑張った」と述べている。この主婦のトール〈イン
ティングの作品は優秀だったため、先生は彼女にクラフトショ~(工芸展)に展示するよう
に誘った。この達成感削帯国後の彼女の生活に大きな変化を与えた。現在、彼女は自分の屈
を聞き、シャドウボックスの樹陪近所の人たちに教えている。この先生のおかげで、彼女
の鞠主能力は開花し、自信、自尊じ、が高まった。彼女の場合、内なる自己潜在能力の開花
(知的水平の拡大)、また別の相主の可能性(文化的水平の拡大)、別の行動の可能性がア
メリカ漸主により広げられたと言える。
パーティーはアメリカ文化では重要な相会的機能を持つ。アメリカでは家でよくパーティ
ーを開く。日本人主婦たちも夫が管理職である場合、会社の代表としてよくパーティーに招
かれた。そのお返しとして、彼女たちもアメリカ人の友たちを夕食や昼食やお茶に招待した。
この時、彼女たちは夫の仕事を積極的に支援し、アメリカ人妻たちのように自分が対等に扱
われている気持ちを得た。ある主持は、 「このパーティーのおかげで、料理のレパートリー
が増えたJと述べている。彼女は相理の上たちとともに、夫の仕事に関わったということで
満足感を抱いた。日本では、封需が夫の仕事ヰコ会社の活動に参加する場はないため、主主語た
ちはアメリカでの社会的、文化断子事に参加することに喜びを得た。卦需たちの中には、週
末、美や間宮やコンサートに夫と出かけた人もいた。つまり、妻として、親底な友たちとして、
また、平等なパ}トナーとして一歩進んだ対語関係が主婦という生活に新しい意味を与え、
彼女の自己概念と自尊心を向上させたと言える。
このように、英語の学習、ボ、ランティア活動への積極的参加、新しい技能の習得、パーテ
ィーの参加や家でのもてなしなどは主婦たちがアメl リカ人と交流する機会を与え、彼女たち
の生活を多忙にさせた。言い換えれば、日本での影の薄い、あまり報われない主掃たちとし
ての生活には卦帯たち槻餓し始めたと言える。ミラー畑1ぽ，1986)は人間にとって生活
が単に生物判句なものではなく、心醐句かっ知的なものであるのI持倒的に真理であると述
べている。このように、多くの活動に参加することで、日本人主婦たちの精神は絶えず成長
した。現象判句な観点からみれば、滞在経験を経て母親の文化的水平は拡大したのである。
主婦たちは異文化を経験することで今まで、の見解に新しい見解が加わっている。つまり、異
質なものが取り入れる側の好みに合わせて採用され、消化され、その文化の出会いのプロセ
スによって変化していくbいう文化的融合が行われた。つまり、これらの拐帯たちは、自由
が尊ばれ、個人主義が強く、またボランティア活動が強調されているアメリカでエンパワー
(empower)したのである。この場合、パワ}は支配、規制や身体上例副院といった力の概
念ではなく、心理学的エンパワーメント (empowennent)である。ミラーによれば、力とは
人を動かし、変化をもたらす能力であり、人の関保性を嵐見している。
しかし、帰国後、封帯たちは子どもの教育問題や夫の問題に加え、彼女たち自身の問題に
直面する。特に女性の場合、健全な人間関係、を築けなかったり、また、対人関係の問題があ
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る場合、ディスエンパワーメント (disempowl叩 nent)を経験している。また、同じ経験を分
かち合う相手もなく孤立したり、地域社会との以前のようなつながりをもたないため、ディ
スエンパワーメントした人も栴主した。この調査で明らかなように、大抵の場合、並語たち
はほとんどの側兄を捌淵的にみている。これは、悪いという意味ではなく、現象学的に言え
ば世界を受け身的ではなく、問題があるものと積樹句に解釈していることを示す。これが、
主婦の不安を増大させ、フラストレーションの度合を強めている。筆者は帰国した人たちを
苛立たせ、欲求利荷に陥らせているのは「他者」ではなく、逆に帰国者自身にあるのではな
いかと考える。なぜなら、このディスエンパワーメントな状況では主婦が思うように佐会と
関わり合いながら、生活することが困難だからである。また、二つの文化の聞に違いを認識
した時のみ、人は比較し、そして良い方を選択する。これらの変化・差異は、選択の可能性
を与える必須剣牛'である。これらの差異のため、帰国した卦帯たちは自分の文化の中で疎外
感を抱いた。これが帰国文化ショックの本質である。帰国後の文化ショックがアメリカでの
カルチャー・ショックの度合いよりも強いのは、彼女たちのアイデンティティが変化したた
めである。彼女たちはアメリカで見つけた新しい生き方を日本の社会や文化の中で共に構成
してゆく準備ができていないためである。
6.近年の研究と今後の課題
筆者は1996年に本調査を実施し、 2∞o年にその研究成果をまとめ本を出版した。その後、
いくつかの新しい研究が行われた。まず、佐藤 (2ω'3)は主にマレーシアを調査地域とし、
海外駐在員の異文イ凶臨芯問題について研究を行い、語学力不足、滞在国の制度、文化の違い、
現地祉会や現地の日本人相会との対人関係、日本への帰属意識といった5つの問題点を挙げた。
もう一つは文化人類学の視長から、アメリカに滞在している駐在員妻に注目し、グ、ロ}ノ《ノレ
と文イt移動(Kuro加え2∞5)をテーマとした研究である。この研究では、母親たちはアメリ
カでlt.relationa1agencyと働く(=他者との関係を噺七、つまり海外では日本では持ちえない
家族と一体感あり、特に夫や子どもとの聞に芽生えた新しい親密感を持ち、彼らのために積
極的に家事に専念する)。日本のこれまで、のグロ}ノ勺レ化ブ9ロセスを考慮すると、一般的に
日本人が海外に行く、逆に海外の人が日本にくることによって、物事々執念のような様々な
ことが変わっていく。しかし、駐在員妻たちは夫について海外に行っているにも関わらず、
日本国内にいた時と同様に妻役割と母役割が要求されている。日本的ジェンダーローノレは海
外でも存在し、再生産される。そのため、駐在員妻は日本のグ、ローノミル化プロセスの中の一
種のジレンマ的な存在になってしまう。筆者の研究では、駐在員妻たちの多くは積極的にア
メリカ担会に適応していく姿がみられてきたが、胞四個並の研究では、駐在員妻たちはアメリ
カに実在する日本人社会に閉じこもり、アメリカの現地柾会とほとんど接していないことが
指摘された。また、駐在員妻たちは海外生活をすることにより、様々な人々と出会い、違う
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生き方を知りえることが可能である。そのため、これまで考えていなかった自分の生き方や
夫婦の在り方等を考え直し、結知切こ彼女たちの撤普の危搬や商慨になってしまう場合も見
られた。その一方、ぬ11'0凶創立「内Jと「外」の概念を用いて、母親は家を守り夫は仕事をす
るという海外での役割分担が容易にできることを説明し、それによって夫婦問の繋がりが強，
くなり、平等的性差関係 (eg必i凶ian卵胞lership)が形成されることも提示した。最後に、
Kuro回並は、文仕移動には、自己表現や家族関係や文化アイデンティティの変化の可能がある
と論じている。
長谷川 (21∞3)は米国からの帰国女性を対象とし、逆カルチャー・ショックの前弛慨究
を実施した。その結果から、調査対象者113名のうちの77%の人は逆カルチャー・ショックと
葛藤を感じていることが分かった。長谷川|の研究結果には3つの特徴が見られたcまず、対象
者の多くは逆カルチャー・ショック、すなわち日本社会での女性の地位や女性への規制、そ
して日本的コミュニケーション・スタイルの規範などに違和惑を持っていた。また、筆者の
調査結果と一致し、帰国した日本人女性は、日本人観すなわち伝統的な価値親と態度(贈り
物、お中元などのつきあい、グノレープ志向など)に対し疑問を持っていた。さらに、海外で
生活したことにより、帰国した女性たちの視野が広がり、コミュニケーション・スタイルも
変化し、自我の確立がみられた。
上述した近年の研究結果を踏まえ、アメリカ在住の日本人駒生員の妻だけではなく、東南
アジアや中国に在住する駐在員の妻の異文イり臨芯プロセスを明らかにし、各国のデータを比
較することを今後の課題としたい。また、企業駐在員妻のカルチャー・ショックとジェンダ
ーロールとの関係の研究をしつつ、女性特有の異文化適応プロセスを提示していきたい。
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